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埋込金物の健全性を診断する非破壊検査技術として、AE(Acoustic Emission)センサを用いた打音検査（以降、

AE 打音検査）技術の開発を継続している。本報では、実機荷重変動を模擬した動的荷重が、埋込金物の固定

状態及び測定値に及ぼす影響をモックアップ試験により検討した結果について報告する。 
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1．緒言 埋込金物は、配管等の支持構造物固定のためコンクリートに埋設される金属板であるが、日本

原燃株式会社再処理施設内に多数埋設された埋込金物のうちの 1枚が不適切な施工に起因して浮き上る

事象が発生しており 1、再発防止には埋込金物の健全性を非破壊且つ効率良く確認できる手法が求めら

れる。筆者らは、埋込金物をハンマー打撃により振動させ、その振動の共振周波数および持続時間によ

り埋込金物の固定状態を判断できる健全性評価技術を開発し、現場に適用している。本報では、荷重負

荷に伴う埋込金物の固定状態変化と AE 打音検査の振動持続時間との関係を詳細に把握するため、埋込

金物モックアップに対し実機荷重変動を模擬した動的荷重を負荷した試験結果を報告する。なお、振動

持続時間の変化に関する理論的根拠の検討結果は、別途

(2)FEM 解析において報告する。 

2．モックアップ試験 不適切施工が確認された埋込金物

と同一タイプの埋込金物を選定し、健全およびジベル欠損

を模擬したモックアップ試験体を製作した。試験体に対す

る動的荷重負荷は、毎秒 50 回程度の約 2.5kNまたは 110kN

の衝撃荷重を時間管理して行った。 

動的荷重負荷による振動持続時間変化の例として、ジベ

ル 1列欠損の埋込金物に約 2.5kN 負荷した場合、健全な試

験体に約 110kN負荷した場合の荷重負荷時間と振動持続時

間との関係をぞれぞれ図 1、図 2に示す。動的荷重

負荷が小さい場合、負荷時間が長くなっても外観

に変化は無く振動持続時間にも変化が無い一方、

動的荷重負荷が大きい場合、コンクリートにひび

割れやはく落が発生、進展するにつれて振動持続

時間が増加する傾向を確認した。 
3．まとめ 動的荷重負荷モックアップ試験の結

果、一定以上の動的荷重負荷（本試験では約 116kN

以上）により発生した、振動持続時間の変化、およ

び変状を、埋込金物浮き上がり防止の観点で確認

した。 
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図 1 荷重試験結果（1 列欠損、2.5kN） 

図 2 荷重試験結果（健全、約 110kN） 
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